
は し が き　　i

　本書は心理学の研究法に関する教科書です。心理学に興味をもつ
多くの人は，知覚，感情，態度，パーソナリティなどといった，心
理学が対象とする特定のテーマに関心を抱くでしょう。そのため，
最初に研究法の書籍を手に取る人は少ないかもしれません。しかし，
心理学が学問として成り立つためには，対象とするテーマに対して
科学的に検討するための方法論が不可欠です。心理学研究法は，そ
のような心理学が科学として成立するために必要な考え方やツール
を提供してくれるものです。
　本書は，「心を測定する」「心の仕組みを探る」「統計学に基づく
推論」「信頼できる心理学研究のために」の 4部からなります。心
理学研究法は実験法，調査法，面接法などの手法ごとに説明される
ことが多いですが，本書では研究上の目的に基づいて章を立て，説
明をしています。また，さまざまな手法に関する枝葉の話ではなく，
心理学研究の幹にあたる，心理学研究で達成したいことの理解を重
視しています。そのため，順を追って理解を深めることができるよ
うに，最初の章から通読することを想定して執筆しています。心理
学研究法と聞いて，少し難しそうであるとか，読みにくそうという
印象を抱く人もいるかもしれません。そこで本書では，心理学に興
味をもったり，「こういう研究をしてみよう」と思ったりしてもら
えるように心がけました。
　また，本書は入門から専門的な内容まで，大学の 4年間で心理
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ii　　

学を学んだり，卒業研究に取り組んだりするうえで使える教科書と
して執筆しました。卒業研究などではじめて研究に取り組む際に，
そばにおいて使っていただけたらと思います。それにとどまらず，
心理学を専門に学んでいない方々も読者として想定しています。心
理学の研究法の使用や，心理学者と共同研究を考えている心理学以
外の領域の研究者は，まず本書を読んで理解を深めていただけたら
と願っています。また，高等学校での探究学習など，大学や研究機
関に所属していない方が心理学研究に取り組むこともあるかもしれ
ません。心理学研究は，内容によっては誰でも試してみることがで
きるという側面もありますが，人を対象とした研究である以上，研
究倫理を含めて方法について学ぶ必要があります。本書で学んだう
えで，心理学研究に取り組んでいただきたいと思っています。
　本書の執筆にあたり，有斐閣の渡辺晃さん，猪石有希さんには，
なかなか定まらない企画や執筆の遅延に対して，辛抱強く支えてい
ただきました。企画から執筆まで，多岐にわたるアドバイスをいた
だき，本書の完成に至ることができました。この場を借りて深く感
謝いたします。

2026年 3月

国里愛彦・清水裕士・武藤拓之
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著者紹介　　iii

国里 愛彦（くにさと よしひこ） 担当　第 3（共著），7，11，12 章
　専修大学人間科学部教授
主著　『R/Pythonではじめる計算論的精神医学』（共著，金芳堂，2025年）／
『現代の臨床心理学 4　臨床心理研究法』（分担執筆，東京大学出版会，2022

年）／『計算論的精神医学──情報処理過程から読み解く精神障害』（共著，
勁草書房，2019年）

　　 読者へのメッセージ
　心はいつも私たちとともにあるので，研究も簡単そうに思えます。ただし，
心の測定や心にまつわる因果関係を探るのは，実際のところ大変に難しいで
す。その難しさにめげず心理学研究に取り組むことには，大きなやりがいと
おもしろさがあります。心理学研究法を片手に心を探求してみましょう！

清水 裕士（しみず ひろし） 担当　序，第 1，3（共著），6，8 章
　関西学院大学社会学部教授
主著　『数値シミュレーションで読み解く統計のしくみ──Rでためしてわか
る心理統計』（共著，技術評論社，2023年）／『心理学統計法』（編著，放送
大学教育振興会，2021年）／『社会心理学のための統計学──心理尺度の構
成と分析』（共著，誠信書房，2017年）

　　 読者へのメッセージ
　心理学は，目にみえない心を科学的に研究するための方法を 100年以上
積み上げてきました。一見，「え？そんな方法で心なんてわかるわけない！」
と思えるような方法も，さまざまな理屈と正当化の仕組みがあるのです。ぜ
ひ科学的に心を研究することにワクワクしてもらえたらうれしいです。
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武藤 拓之（むとう ひろゆき） 担当　第 2，4，5，9，10 章
　大阪公立大学大学院現代システム科学研究科准教授
主著　『入門　これからの心理統計──推定と検定の統一的理解をめざして』
（単著，東京図書，2026年）／『心理学，認知・行動科学のための反応時間ハ
ンドブック〔第 2版〕』（分担執筆，勁草書房，2025年）／『心を測る──現
代の心理測定における諸問題』（共訳，金子書房，2022年）

　　 読者へのメッセージ
　どんなにおもしろそうにみえる研究であっても，その土台となる研究法が
脆弱であれば，それは砂上の楼閣にすぎません。本書を通じて，心理学を学
ぶ人たちだけでなく，科学に関心をもつすべての人に，研究法の重要性とそ
れ自体のおもしろさが伝わることを願っています。
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Information　　v

各章ツール 　各章には以下のツールが収録されています。
（章　頭）Quiz　クイズ……学びへつなぐクイズ。
　　　　 Chapter structure　本章の構成……章構成を一覧し，大まかな流れを

確認します。
　　　　 Answer　クイズの答えと解説……Quizの答えと解説を通して，各章

の学びの要点をつかみます。
（章　末）Book guide……さらに学びを深めたい人のための読書案内です。
（本文中）キーワード……重要語句を太字にしました。
　　　　 Column　コラム……各章に関連するトピックの囲み記事です。
（巻　末）索　引……重要用語を精選しました。

ウェブサポートページ
　本書での学習をサポートする資料を用意しています。ぜひご活用
ください。
https : //www.yuhikaku.co.jp/yuhikaku_pr/y-knot/list/20025p/

Information

心理学_02前付.indb   5 2026/06/01   13:38



vi　　

　　　　　
目　　次

は し が き i

著 者 紹 介 iii

Information v

序 章 心を研究するために 1

科学としての心理学：本書で扱う心理学研究法 2

第Ⅰ部：心を測定する（3）　 第Ⅱ部：心の仕組みを探る（4）　 第Ⅲ
部：統計学に基づく推論（5）　 第Ⅳ部：信頼できる心理学研究のた
めに（5）

リサーチクエスチョン，仮説，研究計画の立て方 6

問いをみつける（7）　仮説を立てる（8）　研究計画を立てる（11）

本書のアプローチ：量的研究の道筋に焦点をあてる 11

第Ⅰ部　心を測定する

第 1 章 測定①：心の測り方 15

心 を 測 る 16

「測定する」とは（17）　行動（17）　行動傾向（19）　心的構成概念
（20）

1

2

3

1

心理学_02前付.indb   6 2026/06/01   13:38



目　　次　　vii

行動や心の数量化 23

数量化とは（23）　数量化の仕方（24）　尺度水準（26）　心理学に
おける数量化（30）

測定の妥当性 32

測定精度を評価する（32）　2 つの測定誤差と妥当性（33）　妥当な
測定をするために必要なこと（35）

コラム 1　数量化と文化（31）

第 2 章 測定②：行動と心的過程を測る 37

反応の正確さ 38

反応の正確さの測り方（39）　 反応の正確さを測定する際の留意点
（39）　2 肢強制選択課題における反応の分類（40）

反 応 時 間 44

反応時間を測定する課題（44）　 反応時間の前処理と平均化（45）　
引き算法（47）　速さと正確さのトレードオフ（49）

心理物理学的測定法 50

調整法（51）　極限法（53）　恒常法（53）

コラム 2　信号検出理論（42）

第 3 章 測定③：個人差を測る 55

心理学で測定される個人差 57

態度（57）　パーソナリティ（58）　精神症状（59）　知能（60）

心理尺度構成の種類 61

等現間隔法（62）　 評定総和法（64）　 印象の測定：意味微分法
（SD 法）（65）

心 理 検 査 66

質問紙検査（67）　構造化面接（68）　半構造化面接と非構造化面接
（69）

2

3

1

2

3

1

2

3

心理学_02前付.indb   7 2026/06/01   13:38



viii　　

心理尺度の作成上の注意点 70

心理尺度は会話を形式化したもの（70）　測りたい概念を測るために
（72）　 ワーディング（73）　 心理尺度の設計：精度と負担のトレード
オフ（76）

コラム 3　項目反応理論とコンピュータ適応型テスト（77）

第Ⅱ部　心の仕組みを探る

第 4 章 因果推論①：原因を探る方法論 83

因果推論の考え方 85

反事実モデル（85）　 個体因果効果と平均因果効果（88）　 平均因
果効果と交絡バイアス（89）

交絡変数の統制方法 91

実験的統制（92）　統計的統制（95）

剰余変数の種類 95

交絡変数（96）　中間変数（96）　攪乱変数（97）

独立変数の種類 98

直接操作可能な独立変数（99）　心理変数を操作するための独立変数
（100）　カテゴリーの代表としての独立変数（101）

コラム 4　ミルの 3 原則（93）
コラム 5　教示による独立変数の操作（102）

第 5 章 因果推論②：実験で因果関係を推定する 105

参加者間計画における個人差の統制 107

無作為割り当て（107）　事前マッチング（109）　一定化（111）

4

1

2

3

4

1

心理学_02前付.indb   8 2026/06/01   13:38



目　　次　　ix

参加者内計画における個人内変動の統制 112

順序の効果（113）　 カウンターバランス（115）　 順序の無作為化
（117）　参加者内計画の強みと弱点（118）

実験条件・環境要因の統制 120

一定化（120）　無作為割り当て（122）　カウンターバランスと順序の
無作為化（123）

実験研究の限界と対策 123

生態学的妥当性と一般化可能性の問題（123）　実験に特有の剰余変
数（124）　さまざまな実験法の長所と短所（126）

コラム 6　賢い馬ハンスと実験者効果（125）

第 6 章 因果推論③：実験以外の方法で
因果関係を推定する 131

調査データの因果推論上の問題点 132

実験が使えないとき（132）　交絡の問題（133）

準実験計画 135

不等価群事前事後テスト計画（135）　 不等価群事前事後テスト計画
の仮定（137）　縦断的比較による因果推論（138）　回帰不連続デザ
イン（139）

統計的統制 141

統計的統制の理屈（141）　統計的統制の実践（143）　統計的統制に
よる因果推論の注意点（144）

その他の因果推論 146

操作変数法（146）　自然実験（147）　因果効果を正しく推定するた
めに（149）

第 7 章 構造を明らかにする 151

変数間の構造を明らかにする 153

2

3

4

1

2

3

4

1

心理学_02前付.indb   9 2026/06/01   13:38



x　　

偏相関関係の検討（154）　媒介変数の検討（156）　調整効果の検討
（158）　先行研究で明らかになった変数間の関係から研究を発展させ
る（159）

構成概念の構造を明らかにする 160

潜在変数の検討（161）　ネットワークの検討（166）

集団の構造を明らかにする 169

コラム 7　探索的因子分析と確証的因子分析（165）

第Ⅲ部　統計学に基づく推論

第 8 章 母集団を推測する 175

研究対象全体の性質を推測する 176

母集団と標本（176）　標本統計量（178）　標本の代表性（180）

推測統計学 181

無作為抽出と確率の考え方（181）　母数の推定（183）　統計的推定
（185）

代表性を高めるための方法 187

標本抽出法（187）　心理学における代表性の考え方（189）

調 査 方 法 190

標本の大きさの決定（191）　社会調査の伝統的な方法（192）　Web
による調査（194）　その他の調査・実験方法（196）

第 9 章 仮説を検証する 199

仮説検証の考え方 200

理論仮説と作業仮説（201）　仮説演繹法（202）

2

3

1

2

3

4

1

心理学_02前付.indb   10 2026/06/01   13:38



目　　次　　xi

帰無仮説有意性検定 205

帰無仮説と対立仮説（207）　 帰無仮説有意性検定の手続き（208）　
p 値（214）　サンプルサイズの決め方と検定力（216）

ベイズ的仮説検定 217

ベイズ統計学と主観確率（217）　ベイズの定理（219）　ベイズファク
ター（221）　ベイズファクターの目安（224）

第Ⅳ 部　信頼できる心理学研究のために

第 10 章 研究の信用性を高める 229

再現可能性をめぐって 230

再現可能性と追試（230）　再現可能性と QRP（231）

代表的なQRP 233

p ハッキング（234）　N 増し（235）　HARKing（238）　チェリーピッ
キング（240）

研究の透明性とオープンサイエンス 240

オープンデータ（244）　研究プロトコルの事前登録（247）　オープ
ンアクセス（248）

コラム 8 心理学の信用性を再考するきっかけとなった「超能力」論文（232）
コラム 9　心理学実験の再現可能性は低い？（241）
コラム 10　さまざまな一般化可能性と分析の頑健性（245）

第 11 章 研究倫理を守る 251

なぜ研究倫理が必要なのか？ 252

研究対象者に対する倫理原則 254

研究対象者の負担・不利益を最小限にし利益を提供する（254）　 イ

2

3

1

2

3

1
2

心理学_02前付.indb   11 2026/06/01   13:38



xii　　

ンフォームド・コンセントをとる（256）　 個人情報を保護する（259）　
倫理審査委員会の審査を受ける（260）

研究の科学的合理性・信用 260

その研究を行う必要はあるのか？（260）　捏造・改ざん・盗用しない
（261）　研究知見を適切に届ける（264）

研究は誰のため行うのか？ 267

第 12 章 論文としてまとめる 271

心理学論文・レポートの構造 272

基本構造とタイトル・要約（272）　 論文の構造は砂時計型（273）　
パラグラフ・ライティング（274）

問題を書く 277

議論の土台づくり（277）　 先行研究から研究の位置づけを示す
（278）　研究の目的と仮説（281）

方法・結果を書く 282

再現可能性に気をつけて方法を記述する（282）　 仮説に基づいて結
果を記述する（283）　ガイドラインに準拠して書く（284）

考察を書く 285

問題に沿って論を展開する（285）　結果をどう解釈するか？（286）

コラム 11　文章の構造化の視点からソフトを使う（276）
コラム 12　先行研究の引用（279）
コラム 13　論文執筆で用いるツール（287）

索　　引 295

イラスト 山本実玖

3

4

1

2

3

4

心理学_02前付.indb   12 2026/06/01   13:38



　　　

心を研究するために
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2　　

　読者の皆さんは心理学についてどのようなイメージをもっている
でしょうか？　実験や調査，そして統計学を使って数量的に行動を
研究するというイメージ，あるいは，臨床心理学のようにカウンセ
リングやインタビューを通して，人の心を知り，介入するようなイ
メージでしょうか。どちらも心理学の研究として行われているので，
どちらのイメージでも正しいです。ただ，心理学の研究でいうと圧
倒的に前者，すなわち数量的な方法を用いた研究が多いのです。
　心理学者が心理学とは何かを説明するときは，「行動の科学であ
る」と表現することが多いです。ただし行動の科学と呼ばれる学問
は，心理学だけではなく，たくさんあります。行動経済学，政治行
動論，消費者行動学，行動生態学，などあげればキリがありません。
その中で心理学の特徴は，行動を心という観点から研究することに
あるといえるでしょう。心を扱うからこそ，心理学なわけです。で
は，行動を心という観点から研究するには，具体的に何をすればよ
いのでしょう？
　本書は，心を科学的に研究するための研究法を解説する教科書で
す。本書を通して，読者は「行動を心という観点から研究する」た
めの方法の入口を知ることができます。本章ではその内容を簡単に
紹介しつつ，研究を始めるにあたっての計画の立て方についても説
明していきます。
　科学的な研究，とくに実証的なアプローチをとる研究では，まず
は事実を明らかにすることを重視します。事実とは，ここではざっ
くりと，「誰からみても確かにそうだ」と思えるような出来事や状

1 科学としての心理学
本書で扱う心理学研究法
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序章　心を研究するために　　3

態，またはその関係性のことだと押さえておきましょう。たとえば，
私が今日カレーライスを食べたこと（出来事），そして，そのときに
部屋が暑かったこと（状態），などが事実にあたります。あるいは，
雨が降れば地面が濡れる，という出来事同士の因果関係なども事実
として扱うことがあります。
　科学的な心理学はこういった事実に基づいて，心と行動の関係を
明らかにしていく学問であるといえます。心理学では，心や行動を
測定したり，特定の環境においてある行動が生じやすいという因果
関係を明らかにしたり，そしてその因果関係に心がどのように関わ
るのかを説明したりします。以下に述べるように，心理学の研究法
においてとくに重要なのは，①心や行動の測定，②因果関係や構造
の推論，そして③得た結果についての説明と解釈，報告，という 3

つのステップです。
　本書は，大きく分けて 4部からなります。第Ⅰ部は心や行動の測
定についての話，第Ⅱ部は心と行動の因果関係を明らかにするため
の手法の話，第Ⅲ部はそれらの手法で得たデータから仮説を統計的
にどのように推論するのかの話，そして第Ⅳ部は研究結果の信頼性
の評価，倫理，論文執筆についての話が解説されます。

第Ⅰ部：心を測定する

　研究の第一歩は，対象をとらえることです。しかし，心はそのま
までは測定できません。第Ⅰ部では，心を分析可能なデータへと変
換する測定の技術を学びます。

第 1 章（測定①）は，心を測るための基礎理論についての解説で
す。心と行動の定義から始まり，心を数量化することの意味とその
タイプ分け，そしてその測定が本当に正しいのかという測定の妥当
性の問題について考えます。
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第 2 章（測定②）では，とくに実験心理学の分野でよく使われる，
判断の正確さや反応時間といった行動指標から，心的過程を推測す
るための方法を学びます。また，物理的な刺激と主観的な感覚・知
覚体験の関係を記述する心理物理学的測定法も紹介します。

第 3 章（測定③）では，人々の間に存在する「性格」や「知能」
の違いは，どのように科学的に測定されるのかを考えます。アンケ
ートのような質問紙や心理検査を用いて，1人ひとりの内的な特徴
を測定する方法論を解説します。一見簡単そうにみえる心理尺度の
つくり方には，じつはさまざまな工夫と理屈があることがわかると
思います。

第Ⅱ部：心の仕組みを探る

　測定ができるようになったら，次は「なぜそうなったのか？」と
いう問いに挑みます。第Ⅱ部では，心理学の核心ともいえる「因果
関係」を明らかにするための論理と技法を学びます。

第 4 章（因果推論①）では，「Aが起きたから Bになった」と断言
するには何が必要かを扱います。ここでは「もし Aが起きなかっ
たら？」という反事実モデルを導入し，因果関係を証明するための
論理的条件を整理します。みせかけの相関に騙されないための，科
学的思考の基礎です。

第 5 章（因果推論②）では，心理学の伝家の宝刀である実験法に
ついて学びます。研究者が状況をコントロールし，適切なグループ
分けや条件の割り当てを行うことで，他の要因を排除するといった，
因果関係を特定するための最も強力なアプローチである実験計画法
の極意を伝授します。

第 6 章（因果推論③）では，倫理的・現実的な理由で実験ができ
ない場合でも因果関係を探るための方法論を解説します。調査デー
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序章　心を研究するために　　5

タや自然な状況の変化を利用して因果に迫る「準実験」や「統計的
統制」といった，高度なテクニックを紹介します。
　また，心の仕組みを知るためには因果関係だけでなく，心の構造
全体を理解する必要もあります。第 7 章（構造を明らかにする）では
変数間の相関関係から，目に見えない潜在的な構造を可視化する方
法を学びます。複雑な現象をシンプルに記述するためのモデリング
の技術です。

第Ⅲ部：統計学に基づく推論

第Ⅱ部では，心の仕組みを明らかにするさまざまな手法を扱いま
したが，第Ⅲ部では，その手法で得たデータを用いて，統計学によ
って人々が所属する集団全体に当てはめたり，仮説を統計的に検証
したりする方法を学びます。

第 8 章（母集団を推測する）では，目の前の数十人のデータから，
どうやって「人間全体」のことがいえるのかを考えます。ここでは，
小さなデータ（標本）から大きな全体（母集団）を推測するための，
サンプリングと確率の理論を解説します。
　そして第 9 章（仮説を検証する）では，得られた実験結果が単なる
偶然ではないことを科学的に検証する手続きである統計的仮説検定
と，近年注目されているベイズ統計の考え方を学びます。心や行動
を数量化することの重要性がこの章で存分にわかると思います。

第Ⅳ部：信頼できる心理学研究のために

　研究はデータで仮説を検証して終わりではありません。その結果
が信頼できるものであり，また倫理的に正しく，そして読者に正確
に伝わるものでなければ，科学とは呼べないのです。

第 10 章（研究の信用性を高める）では，心理学の科学としての誠
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実さが問われます。再現性の危機や不適切な研究慣行（QRP）とい
った問題に向き合い，データを公開し透明性を高める「オープンサ
イエンス」や「事前登録」といった，信頼される研究のための現代
的な作法を学びます。

第 11 章（研究倫理を守る）では，倫理について扱います。心理学
は「人」を対象とする科学です。だからこそ，研究協力者の権利と
尊厳を守ることは絶対に必要なことです。インフォームド・コンセ
ントや個人情報の保護，そして「その研究は誰のためにあるのか」
という問いに向き合います。よき研究者である前に，よき市民であ
るための倫理指針です。

第 12 章（論文としてまとめる）では，論文の書き方について解説し
ます。研究のゴールは，レポートや論文というかたちで知見を世界
に届けることです。そのためには読者にわかりやすく，かつ構造的
に記述する必要があります。心理学研究法とは，データをとるため
の方法だけではなく，研究成果を発表し還元するまでの，心理学研
究全体を行うための方法論をさすのです。

　このように本書の各章は，心理学研究に必要な個別の方法が書か
れています。しかし，実際に研究を始めるためには，それらの方法
を，いつ，何に対して使うのかという「計画」が必要です。ここで
は，ふとした疑問が科学的な仮説に変わり，それが綿密な計画とし
て練り上げられるまでのプロセスについて触れておきましょう。卒
業論文でどのように研究計画を立てていけばいいかの参考にしてみ
てください。

2 リサーチクエスチョン，仮説，研究
計画の立て方
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序章　心を研究するために　　7

問いをみつける
●リサーチクエスチョンを立てる　　すべての研究は，素朴な「な
ぜ？」から始まります。「なぜ，試験前になると部屋の掃除をした
くなるのか？」「なぜ，あの人は LINEを既読スルーするのか？」
など，日常的に不思議に思うことがたくさんあるでしょう。このよ
うな日常的な問いを科学的な問いにしていくことが，心理学を始め
るうえで大切なことです。
　科学的な問いのことを，リサーチクエスチョンと呼びます。問題
意識ともいいます。リサーチクエスチョンとは，その名の通り疑問
形で書かれます。たとえば，「どうすれば幸せになれるのか？」「ど
うすれば記憶力を高めることができるのか？」などがそれにあたり
ます。これをさらに科学的に洗練させていくと，「主観的幸福感を
高める状況要因は何か」「無意味つづりの再生率を高める学習方略
は何か」といったように，心理学の専門用語を使って問いを立てる
ことができるようになります。これは専門的にみえるからそうして
いるわけではなくて，漠然と「幸福になる」といわれるよりも，主
観的幸福感という心理学で定義された概念を用いるほうが，科学的
な問いになりやすいからです。
●リサーチクエスチョンと仮説の違い　　学生さんに，卒業論文のリ
サーチクエスチョンは何ですか？と尋ねると，たとえば「承認欲求
が SNS利用を高めることを調べたいです」というように，問いで
はなくて仮説を説明してくれることがあります。リサーチクエスチ
ョンと仮説はよく似ていますが，実際には別物です。リサーチクエ
スチョンとは，すべてがそうとは限りませんが，多くの場合は変化
させたい変数についての問いです。先ほどの例でいえば，「幸福感
得点を高めるためにはどうすればよいか」という問いがそれにあた
ります。これは，幸福感得点という変数を変化させる具体的な要因
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については何も言及していませんよね。研究テーマとは，このリサ
ーチクエスチョンのことをさし，その人がどういう変数について第
一に関心をもっているかを意味しているのです。それに対して仮説
とは，その変化させたい変数を変えることができる要因を定めて，
それを仮の説とすることです。具体的には「幸福感は，所得が上昇
すると高くなる」という文章になります。仮説は疑問形ではない点
にも注意が必要です。
　心理学の研究で最初に立てるべきなのはリサーチクエスチョンで
あって，仮説ではありません。先に仮説を立ててしまうと，目的と
なる変化させたい変数についての先行研究を十分レビューできなく
なるからです。SNS利用について，最初から承認欲求に絞ってし
まうと，じつは SNS利用が他の心理学的な変数によってさまざま
に説明されていたとしたら，「なぜそれらの中で承認欲求に絞って
説明しようと思ったの？」という質問に答えるのが難しくなるでし
ょう。研究を始めるにあたっては，まずリサーチクエスチョンを立
てながら，その変数を変化させることを目的としたたくさんの先行
研究をレビューしていく必要があるのです。先行研究を十分調べて，
それでもなお，まだわかっていないことがあったり，先行研究で限
界点があったなら，それらに基づいて仮説を論理的に立てていくこ
とができます。

仮説を立てる
●仮説の立て方　　リサーチクエスチョンが決まったら，仮説を考
えます。仮説は先ほども書いたように，変化させたい変数に影響を
与えると考えられる他の変数や，その関係を説明するモデルについ
ての仮の説です。仮説を考えるためには，大きく分けて 2つのこ
とに注意を払う必要があります。それは，第 1に先行研究で明ら
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序章　心を研究するために　　9

かになった事実，第 2に心理学の理論による予測，です。
　リサーチクエスチョンを立てたときに読んだたくさんの論文や本
には，すでに明らかになった事実が述べられています。もちろん，
完全に正しいかどうかはまだわからないものもあるかもしれません
が，皆さんが日常的に得ている心の知識よりは，確からしいものが
多いでしょう。それらの事実を前提として仮説を組み立てていく必
要があります。逆に，すでに先行研究で否定されている事実がある
なら，それを前提として仮説を立てると，説得力が大幅に失われる
でしょう。
　また，心理学の理論による予測を使うことができます。心理学理
論には，授業で習うような有名なものもあれば，最新の論文で提案
されたできたてほやほやの説もあります。それらは，すでにわかっ
ている多くの事実から構成され，それによって心理学的に有用だと
思われる予測を導いています。たとえば，社会的アイデンティティ
理論であれば，「人は同じ集団に所属するメンバーを自分と同一視
するので，他の集団に所属するメンバーに対してよりも協力的にな
る」という予測が出てきます。心理学理論をしっかり学べば，事実
だけに基づくよりも幅広い仮説を立てることができるようになりま
す。
●論理的に考える　　仮説を論理的に構成するのは難しいものです。
レポートや論文を書くときに困るのが，なかなか論理的な文章にな
らないという点でしょう。そもそも論理的にものを考えるとはどう
いうことでしょうか。論理的とは，数学のような計算をしようとか，
人を納得させるすごい文章を書こうとかを意味していません。論理
的であるとは，前提と予測の関係が明確になっていることです。つ
まり，何を前提にそれを主張しているのかが明確になっていれば，
論理的な表現になっているのです。たとえば「私は怒ると甘いもの
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が食べたくなる。私はいま怒っている。よって，甘いものを買って
きてほしい」という主張も，十分論理的です。感情的な話ではあり
ますが，論理的なのです（もちろん，「怒ると甘いものが食べたくなる」
は，何を前提にそのような主張をしているのか聞きたくなりますし，「甘い

ものが食べたいことはわかったが，なぜ私がそれを買いに行かないといけ

ないのか」も説明を要するでしょう）。
　このように，論理的にものを考えるときに大事なのは，隠れた前
提に自覚的であるかどうか，という点です。しばしば私たちは，暗
に共有された知識を前提にして物事を考えがちです。学生さんが
「友だちが多かったら幸福感が高いので，友だちを増やせるような
介入を考えたい」と言ったとします。たしかに友だちが多いほど幸
福感が高そうですが，そこにはどのような前提があるでしょうか。
親しい友だちはたいてい，ソーシャルサポートを提供してくれると
か，友だちと一緒にいる時間は孤独感を感じにくいとか，いろいろ
なメカニズムが考えられます。それでは，それらは本当に事実なの
でしょうか。こういう段階で先行研究を調べる必要がでてくるので
す。一見当たり前に思えるけれど，まだ研究されていなかったら自
分で確かめるのもよいでしょう。あるいは，レポートでは「〇〇と
いうメカニズムは先行研究では未検討だが，ここではそれが成立す
ると仮定して，以下の仮説を立てた」と書いておくのも学生なら許
されるでしょう。ただし，仮定があまりに多いと当然説得力が落ち
ますので，その点は注意が必要です。とはいえ，流暢な文章で暗に
仮定されている前提をごまかすよりは，少し不格好でも，何を仮定
して推論しているのかを全部書いているほうが，科学的な文章であ
るといえるでしょう。
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研究計画を立てる

　仮説ができたら，ようやく本書の内容の出番です。仮説を検証す
るためには，まず変化させたい変数，またそれを説明する変数を測
定する必要があります。どのような尺度で心を測るのか，あるいは
どのような実験計画で状況を操作するのかなど，仮説を検証するた
めに，変数を研究できるかたちに具体的に定義しておく必要があり
ます。
　また，データ取得方法も考えておく必要があります。母集団は何
なのか，どのようにサンプリングするのか，要因計画についてどの
ように配置するのかなど，考えなければならないことはたくさんあ
ります。調査票を使うのであれば具体的な調査票デザインについて
考える必要があります。とても難しそうに思うかもしれませんが，
安心してください。こうした研究計画を立てていくための基本的な
考え方は本書に書いてあります。また，具体的な方法については，
先行研究にくわしく書かれているので，最初はそれらを真似ていけ
ばいいのです。そうすることで，なぜこの実験でこの操作をしたの
かとか，なぜこの尺度を使ったのかなど，実際に研究をやってみな
いとわからないことを学んでいくことができるでしょう。

　具体的に本書を読んでもらう前に，本書がどのような立ち位置か
ら心理学研究法を解説していくのか，その範囲を明確にしておきた
いと思います。
　本書は，データを数値として扱い，統計的な分析を通じて心の法
則性を探る「量的研究法」を中心に解説を進めていきます。そして，

3 本書のアプローチ
量的研究の道筋に焦点をあてる
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心理学にはもう 1つの非常に価値のあるアプローチが存在します。
それは，インタビューや観察を通じて，個人の経験や語りを深く掘
り下げ，現象の質的な理解をめざす「質的研究法」です。個人の語
りや意味づけを深く掘り下げる質的研究は，心理学においてもちろ
ん非常に重要なアプローチの 1つです。
　ではなぜ，本書は量的研究法に焦点をあてるのでしょうか。それ
は，心理学を科学として学び始める初学者が，その思考法の根幹を
体系的に身につけるうえで，まずは量的アプローチの論理，すなわ
ち，目に見えないものを測定し，変数間の因果関係を探り，データ
に基づいて仮説を検証する，という一連の流れを理解することが，
きわめて重要だと考えるからです。ぜひ皆さんは，体系的に量的研
究法について学び，そのうえで他の優れた質的研究法も含んだ教科
書も読んでみてください。

Book guide　読書案内

高野陽太郎・岡隆（2025）『心理学研究法──心を見つめる科学のまなざ
し〔第 3版〕』有斐閣
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